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積極的に表現する授業づくり
-音楽の授業を通してー
学習開発コース(10220915) 三 津 和 沙
音楽科の授業における「表現J に着目し， 自分の内にある思いを， 人の目を気にせず，
より楽しく存分に表現できるようにするための教師の手立てを研究する。 文献研究と授業
実践から， 音楽科では①「表現J と「鑑賞jが常に一体化していること，②他者とのかか
わり合いにより， よい人間関係を構築すること， ③基礎・基本の定着， ④表現の楽しさを
知るための心と身体を開放させる活動の4点が大切であることが明らかになった。
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在
青年海外協力隊として赴任した途上国パラグ
アイでの音楽教育活動を通して， 改めて日 本の教
育に対する鍛密な計画性と， ものの豊かさとを知
ることができた。 同時に， 日 本の音楽教育との相
違点を感じた。 それは， 授業の場においてより楽
しみたいとするパラグアイの児童と， 楽しむより
も上手になることを優先する日 本の児童との学習
姿勢の違いである。 国畏J生の違いと言ってしまえ
ばそれまでだが， 授業で音楽を存分に楽しみ， か
っ表現した満足感や達胸惑を味わいつつも， そこ
に豊かな学びのある授業を目指したい。
そこで着目したいのは， 音楽科の授業における
児童の “表現"に対する姿勢である。 日 本の子ど
もたちの姿勢は， 年齢を重ねるごとに消極的にな
る傾向があるように見える。 中学校で音楽科講師
を務めていた際も， 存分に表現しきれていないよ
うに感じた。 原因として， 集団の中で， 間違いを
恐れたり， 恥ずかしがったり， 自信がなかったり
することがあげられるのではないだろうか。 自分
の内にある思いを， 人の目を気にせず， より楽し
く存分に表現できるようにするためには， 教師は
どのような手立てを講じてし1く必要があるのか。
先行研究から， 身体表現を重視した授業， グ、ルー
プ活動で仲間との関わりを重視した授業， 導入を
工夫して子どもの授業に対する関心・意欲を高め
ようと試みる授業の実践を知り， これらの教師の
手立てが， 子どもたちの積極的な表現に繋がるの
ではなし1かと考えた。 また， 安心して心を開くこ
とのできる集団づくりが積極的に表現することを
148 
支えていると考える。 これは音楽科のみに関わら
ず， 他教科でも共通して言えることだろう。
(2 ) 研究の方法
先行研究から理論をまとめていき， 研究の見通
しを立てる。 それをもとに仮説を立てながら， 実
践や授業観察を通して理論を検証していく。
2 先行研究の検討
(1 ) 子どもの満足感
真鍋 (199 4)は， r音楽の授業においては， 表
現したいという想いを持たせ， 安心して表現でき
るよう配慮し， 表現してよかった満足感を残すこ
とが大切」 と述べている。 そのために， ①子ども
の考えや世界を大切にする。②表現が平気になり，
表現したいという意欲を持たせるようにする。 ③
表現したいことが， 聴き手に伝わる方法を身につ
けさせる。という3つの事を授業の柱として， r教
師に向かって表現できなくても， 友人同士になら
自己表現できることを大切にしたしリとしている。
このようなベースのもとで行われる授業は， 子ど
もに安心感と必要感を持たせ， 積極的な表現を引
き出す。また， r表現jは音楽を経験する領域の一
つで、あり， 音楽の授業の核となる活動である。 子
ども主体の真鍋の提案は， 音楽科の基本理念その
ものであると考える。
(2) r表現jと 「鑑賞J
塩野 (1987 ) は， r受信側の視点の重要性への認
識が， 現在の音楽科教育において欠落しているの
ではなし功、 『鑑賞』という受信行為なくして『表
現』という発信行為は意味を成さない。広義の『鑑
賞』としづ行為を経て， はじめて『表現』 という
行為の価値判断が成立する。表現には必ず『鑑賞』
という立場が存在するのであり， 他者の表現を受
容し， 感動し， 吸収しようとする柔軟な発想と姿
勢が育成されていなければ， 自己表現の価値を失
ってしまう。 技術面とともにそれを受容する感動
面の体系化にも目を向ける必要がある。Jと言って
いる。 表現と鑑賞は常に一体であり， 相互理解が
ベースとなっている。 表現者のみでは成り立たな
いものなのである。 (図 1) そうすると，いかに表
現する側と受け取る側からなるより良い集団づく
りが重要なのかがわかる。
J議場lによる対
話
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図 1 . 表現者と鑑賞者の好ましい関係
(3 ) かかわり合うことの大切さ
佐藤 (199 4) は， 自らの授業実践を通して， 次
のことを述べている。「声を出す，口を開けること
は 自然なことであるが， 学年が進むにつれて， 勇
気が必要になる。 自分の想いをそのまま声に出し
て表現できる喜びと友達と声を合わせる喜びを感
じさせたい。J 小谷 (199 4) も， r一人一人の声を
認め合うことがなければ， 個々の心が開かれた表
現とはいえないし， 集団に埋もれた心では， 生き
生きとした表現はできない。 子どもたちが一人一
人の表現を認め合い， 自分の個性をクラスの中で
発揮していくことが大切である。jと述べている。
多くの論文で，ベア学習やグループ。学習の “「表
現」と「鑑賞J によるかかわり合い"の特性を活
かした授業展開を提案していることに気付し1た。
ミニコンサートの設定やグルーフ。学習を設けて形
態を工夫し， 子どもが主体的・創造的に活動でき
るような工夫がポイントとなってくる。
また， 小谷は 「教師と児童， 児童同士の信頼関
係は， 学習に対する意欲に大きく影響する。 教師
もヲンフレーズを演奏する際には本気で演奏する
ことを心がける。 そうして子どもたちも本気で聴
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こうとする。 そのような積み重ねから， 教師と児
童， 児童同士の信頼関係と心の響き合い・結ひ、つ
きが生まれるjと述べている。 表現者と鑑賞者の
中に信頼関係が無ければ， 豊かな表現に意欲的に
取り組むことは難しいと考える。
(4) 基礎・基本の必要性
そのような活動をより充実させるために， 多く
の論文で， 基礎・基本を身につけさせることが必
要であると述べられている。 学習指導要領には教
科の目標として『表現及ひぜ監賞の活動を通して，
音楽を愛好する心情と音楽に対する 感性を育てる
とともに， 音楽活動の 基礎的な能力を培い， 豊か
な情操を養う。』という記述がある。解説によると，
「音楽活動の基礎的な能力」とは， 生涯にわたり
児童が楽しく音楽と関わっていくことができるよ
う， 小学校の段階ではぐくんでおきたい表現及び
鑑賞の活動に必要となる音楽的な基礎的な能力の
ことを意味している。 児童が思いや意図を持って
歌ったり演奏したりする能力， l惑性豊かに鑑賞で
きる能力のためには，直接的な音楽体験を通して
音楽の諸能力を身につけるようにすることが大切
であるとされている。 また桂 (1987 ) も， rいきな
り楽曲の持つ魅力に頼ったような授業は， 児童・
生徒の照れを誘発するようなものになりかねない。
基本的な簡単なものから， 心豊かに楽しむところ
から出発する必要がある。Jと言っている。子ども
たち 自らが「どのように表現したし哨りまた「そ
のためにはどうすればいいのだろうか」と考え，
必然的に技能面を身につける必要性が生まれてく
るはずである。 基礎・基本は短時間で、身につくも
のではない。 子どもたちが進んで身につけるよう
な方法で， かっ短時間でも訓封費していけるような
指導の工夫が必要であると考える。
(5) r表現」と「表出j
低学年の子どもたちによく見られる， 歌うとき
に 自然と飛び跳ねたり手をたたいたり， 身体を揺
らしたりする楽しそうな姿。 表現者と鑑賞者の関
係を一体化していると述べた塩野の考えを追究し
たとき， このような子どもたちの自然な動作の現
れは，r積極的に表現しているJと言えるのかとい
う疑問が浮かんだ。
そこで， r表現」 とは別に「表出」 の存在を考
えた。凪摘で「表出Jは， r精神活動の動きが外
部に表れること。 表情・呼吸運動・筋肉運動・腺
分泌の変化など。jとされている。楽しい雰囲気の
音楽に触れたとき， つい身体を揺らしてみたり，
鼻歌を歌ってしまうような姿が「表出Jにあたる
と考える。 一方「表現」とは， í心的状 態・過程ま
たは性格・志向・意味など総じて精神的・主体的
なものを，外面的・感性的に形象として表すこと。 」
とされている。 このことから， í表現Jは， 表現者
自身が， 思いや意図を持って 自らの意思で内面を
表すものであると考える。 つまりその目的の先に
は相手 (鑑賞者) が存在しており， 相手へ伝える
意思を持つた上で
ではないだだ、ろうカかミ、O本研究でで、は， 特に「表現」 に
ついて着目してし1く。
表現と表出を区別して考えたとき， では表出は
重要で、はないのかとしづ疑問が浮かんでくる。 し
かし， 私の目指す音楽の授業では， やはり「楽し
しリ ことを前提としたい。 楽しさがなければ， 豊
かな表現にもつながりにくいのではないだろうか。
主に低学年の教科書を分析してみると，íかたつ
むりjや「アイアイJ， íどんぐりさんの おうちj
のように， 擬人化された動物や植物になりきりな
がら身体を動かして活動できる耕寸が多く含まれ
ている。 これは， 低学年のうちに想像力を豊かに
させ， かっ身体全体を使った表出活動を多く取り
入れることで， 表現活動の土台ともなる「心を解
放すること」 や「表現したことへの満足感Jを感
じる経験を重ねることになるのではないだろうか。
そうして高学年の 自分 自身の思いや意図を相手へ
伝えていくという意味をもった表現へとつなげて
いくねらいがあるものと思われる。
3 実践と結果(明らかになったこと)
(1 ) í表現jと「鑑賞」
①f表現」 に対する子どもたちの意識
では実際に， 子どもたちは「表現」 に対して，
どのような意識を持っているのだろうか。 先行研
究で明らかとなった「表現宕」に対する「聴き手j
の存在は， どの程度， 表現者の意識に影響を与え
るのかを調査した。 県内A小学校の6年生児童2 4
名を対象に， 表現と鑑賞に関わるアンケートを行
った。
この結果から (グラフ 1， 2， 3) ， 歌うこと
が好きな児章の割合が多い半面， 思いや意図を持
った， 発表・伝えることとなると， 約半数の児童
が否定的な回答をしていることが分かる。 このこ
とから， 心と身体を開放させたいという気持ちは
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あるものの， 鑑賞者の存在があると， なかなかそ
れを外に出せないという子どもたちの気持ちが伺
える。
グラフ 1 . 歌うことについての集計結果
歌うことが好きだ
園そう思う
どちらかと言えばそう思う
関どちらかと言えばそう思わ
ない
園全く思わない
悶その他
グラフ2. 発表についての集計結果
発表するこ止が恥ずかしい左思う
園そう思う
どちらかと言えばそう思う
mどちらかと言えばそう思わな
し、
園全く恩わない
総その他
グラフ3. 発表への恥ずかしさについて
発表するこ止が恥ずかしいと思う
園そう思う
どちらか止言えばそう思う
mどちらかと言えばそう思わな
b、
圏全く恩わない
鐙その他
また， íあなたが発表してよかったと思うとき
はどんなときですか」 という 自由記述の質問に関
して， 大きく2種類の田答があった。 一つは「正
解したときJ í上手くいったときjというように，
自分の考えや想いに同意を得られたとき， という
田答である。 もう一つは「みんながしっかり聴い
てくれたときJ íみんなが拍手をしてくれたとき」
のように， 表現したことを素直に周りが受け入れ
てくれたとき，とし、う回答である。 このことから，
表現するに当たって， 子どもたちは聴き手の存在
を強く意識しており， し、カミに「聴き手Jつまり，
表現を受け取る「受信者J の存在が重要であるの
かが裏付けられた。
②山形県内A小学校での実践
歌唱『タやけこやけ』 を耕オとし， グループ活
動を通して，r聴く人が様子を思いうかべることが
できるように工夫して歌おう」 としづ題材で授業
実践した。 聴いている相手に伝えられるように，
積極的に意見交換を行いながら， 歌詞のみが書か
れてあるプ リントに， 言葉や記号， 絵などを使っ
て 自由に書き込んで、し、く。 グループ。での活動によ
り， 互いの想いを認め合い尊重し合いながら， 音
楽という形にしていこうと一生懸命に考える姿が
見られた。 (写真1) 
さらに， 話
し合いの後，
グループ。活動
の成果を全体
に発表し， 聴
き合うことで，
表現の仕方や
考え方は多様
写真1 グループ活動の様子 であることを
知り， 自分た
ちも発表したいと挙手する子どもが多かった。「僕
たちは優しく歌うように工夫してみましたjと
堂々と説明した後に， 身体を揺らしたり， 表情豊
かにのびのびと発表する子どもたちの姿が見られ
た。「私たちも発表したしリと多くの子どもが挙手
をし， 積極的に 自分たちの思いを伝えようとして
いた。 発表した後の子どもたちは， 1曲に 自分た
ちの思いを乗せて表現できた満足感に満ちていた
ようだったo また， 子どもの中には 「楽しかったJ
という感想を書いてくれた子どもが多くいた。 こ
の感想からも， 聴き手を意識した表現活動， 聴き
合う活動は， 子どもの表現に対する意欲を引き出
すと考える。
こうした活動を通して， 子どもたちの歌う姿勢
や態度， 歌声に明らかな変化があった。 授業前半
に歌ったときは， メロディー重視で元気で明るい
歌声が響いた。 一方， 活動後に歌ったときは， 自
然に体を揺らしたり， 表情も大変豊かで， 強弱に
気をつけた美しい頭声発声が教室に響いた。 この
時指導者は， 頭声発声を指導したわけでもなく，
表情や身振りについても指導は行わなかった。 子
どもたち 自身の思いや意図が音楽という表現手段
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を介して現れたのだろう。 それほどに思いを持っ
て 自らの意思で積極的に表現活動をすることがで
きたのではなし1かと考える。
図2. 授業後のワークシートより①
さらにグループ。活動の際には， 歌調に工夫点を
自由に書き込ませた。 そこには， 歌い方だけでは
なく， r身体を揺らしてJ r優しい顔でJ r心を一つ
にしてJ r聴いている人がわかるようにJ r手をつ
なぐ」といった書き込みもなされていた。 聴き手・
見せる相手， つまり鑑賞者を意識した記述， また，
びっしりと書かれた工夫点など，“ 自分たちの思い
を伝えたしマ'とし寸気持ちが， このワークシート
からも良く見てとれる。 (図2， 3) 
図3. 授業後のワークシートより②
しかし， 発表と鑑賞の関係からなる聴き合う活
動について， 配慮、が必要であるとも感じた。 それ
は， 全員が同じ活動， 同じように発表できる活動
時間を保証することである。 聴き手を意識させた
活動であるならば， 全員が発表を通して達胸惑・
成就感を味わうことができるようにしたい。 全員
が同じ活動を行うというこ とは， 児童の表現に対
する恥ずかしさやためらいも和らげると考える。
また， 仲間の様々な表現を鑑賞して 自分の表現へ
と繋げていくことができる大切な機会であると考
える。
③山形県内B小学校で、の参観から
表現者と鑑賞者との関係のサイクノレを成り立た
せるためには， 鑑賞者が表現者の表現を受け入れ
ようとする姿勢を持つことが必要である。 それは
音楽の授業だけではなく， 他教科の授業でも同じ
ことが言える。 実習校で配属された学級では， 日
頃から， 発表を聴く側の子どもたちへの面白意を行
っていた。 それは授業者の聴き手に対する言葉が
けに多く見られた。 聴き手がしっかりと耳を傾け
る体勢を整えている状 態を保っていた。
ある日 ，騒がしい中で発表しようとしたX児は，
とても不安そうな表情をしていた。 その後， 授業
者の 「一生懸命発表しようとしている人がいるの
です」としづ全体に対しての言葉がけにより， 全
体が落ち着きしっかりとX児の話に耳を傾ける姿
勢に変わった。 そんな雰囲気の中でX児は落ち着
いて自分の意見を述べることができ， さらにそれ
を聴いていた子どもたちからも「なるほどJ1違う
んじゃないかな?J というフィードパックに繋が
っており， 結果として学級全体の学びが深まる様
子が見られた。
特に高学年になると， 発表に対して， 恥ずかし
さや失敗を恐れる気持ちが大きくなりがちで， 発
表することに勇気が必要である。 勇気を出して一
声出そうとしている子どもたちの気持ちを支える
ことは， 発表する子どもたちの， 表現に対する意
欲に大きく影響すると考える。
(2 ) 他者とかかわる力
①山形県内A小学校での実践
積極的に表現できるようにするためには， 他者
に心を開き， 仲間としてのつながりを高めること
が必要である。 そこで導入時に， 他者とかかわる
力をつけるために『手拍子まわし』を行った。 全
員で一つの輸になり， ひとり一発ずつ， 順に手を
打って リレーしていくものである。 気持ちよく授
業に参加できるようにするためには， 導入部分で
工夫ができるのではなし、かと考えたからである。
子どもたちは笑顔いっぱいで，手拍子まわしが
成功すると飛び跳ねて全員で喜び， 仲間との一体
感を感じながら， かかわり合いを楽しんでいた。
仲間と一つのことを成し遂げた-{制惑を感じ， 仲
間とかかわることの喜びを心から感じた姿だろう。
その後の授業においても，調蹴して元気に歌う姿
が見られた。 このようなかかわり合いの積み重ね
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が， 認め合うことのできる， また安心して心を開
くことのできる集団づくりへとつながり， 結果と
してそれは，積極的な表現へとつながると考える。
また， 授業の導入に全員で歌う際に， みんなで
手をつないで、歌った。最初は2�3人の小さな輪。
曲の区切りごとに人数を増やしてその輸を大きく
してし、く。 最後には全員で一つの大きな輸をつく
る。 一つの輪がで、きた頃には， 全員が笑顔で 自然
と一体J惑を持って繋し、だ手を振りながら歌ってい
た。 (写真2)
写真2. 導入時のかかわり合いの活動
子どもたちは曲調に合わせて， 友達とのかかわ
りを楽しんで、いるようだった。 しっとりとした締
麗な曲では， ゆったりと身体を揺らしながら。 テ
ンポの良い元気な曲では， 手をつないだ友達と飛
び跳ねながら，音楽を楽しんでいた。このような，
手をつないだり相手の身体に触れたりしながら，
身体全体で友達とかかわり合う活動は， 音楽を通
してだからこそできるということもあると考える。
(3 ) 基礎・基本の必要性
①山形県内C小学校での実践一耕オ名:1エーデノレ
ワイスJ (器楽)
全員の前に立ち， リコーダーの指遣いを実際に
やって見せながら 「歌詞で歌う→階名唱で歌う→
階名唱をしながら指遣いの練習→実際にゆっくり
リズムをつけずに吹いてみる→ゆっくりとりズム
をつけて吹く→曲に合った速さで、吹く」といった
フ。ロセスを， 曲を短く区切りながら行ったo 粘り
強く活動についてきた子どもたちは， スムーズに
楽曲全体を吹くことができるようになった。 階名
や指遣い， リズム等の基礎 ・基本をしっかりと身
につけさせることが， 表現することを楽しむため
には必要であることが分かった。 しかし一方で，
練習の途中の段階で官包きてしまう子どもも少なく
なかった。 Y児は普段から好ましくない行動を起
こしがちな児童であったが， リコーダーで新しく
習う『エーデノレワイス』 の指遣いの練習では， 取
り組む前からfできなしリと言って練習をしぶる
様子が見られた。 音楽に対する苦手意識や練習の
煩雑なイメージの改善には課題が残った。
②山形市内A小学校での実践-6学年『星の世界』
(歌唱) 一
3時間を通して3部合唱を扱った際， パートご
との練習が不足したまま合唱をすると， 子どもた
ちはどこか自信がなさそうに不安げな表情を浮か
べながら歌っていた。 そこで， 次時にパート練習
の時間を多く取り， 各自が自信を持って歌えるよ
うにしてから合唱へ取り組むようにした。 まだお
互いの歌声を聴き合うことは難しかったものの，
全体を聴いてみると， 確かに3部のハーモニーは
美しく重なっていたし， 子どもたちも楽しげな表
情で，中には感情を込めたような表情をしながら，
身体をゆらしながら歌う子どもの姿が見られた。
このとき， 自分の担当するパートの旋律を楽曲
の基本と考える。 そうすると， 自分のパートをし
っかり歌えることで， 3声が重なった時に， より
全体での表現を楽しんだり， 自分の歌声にフィー
ドパックして， よりよい表現を目指す意欲を持つ
ことになるのではないだろうか。 基礎・基本を固
めることは， 表現する子どもたちの自信と意欲へ
繋がり，それが積極的な表現へ結びつくと考える。
(4 ) 心と身体を開放させる活動
①山形県内C小学校で、の実践 教材名:Wノ〈ード
ウォッチングj] -
『バードウォッチング』は， 歌唱に身体表現を
加えた活動として教科書に採用されている。 この
活動をした第3学年の児童らは， うまく歌えな
い・踊れないながらも， 笑顔で友達と笑いあいな
がら， どの子どもたちの表情も生き生きとしてい
た。 音楽活動を存分に楽しんでいる様子が伺えた。
友達とみんなで同じ動きをしながらの活動では，
どの子も恥ずかしがらずに， 上手・下手にこだわ
らずに楽しんで活動できている様子だ、ったO この
ような活動は，r楽しむ」というスタンスのもとで，
心と身体を開放させながら， r表現Jの楽しさを経
験させていると考える。「積極的に表現Jすること
の土台ともなる心と身体を解放させる経験を積む
ことで， そこに技術が加わったとき， 心から音楽
の楽しさを感じることが出来ると考える。
②山形県内B小学校での参観から
153 
月の歌として取り扱われていたのは， 以前M置
の「みんなのうたJ で放送されていた『赤鬼と青
鬼のタンゴ』であったo 1年生の子どもたちが歌
うときは， 教師も児童も一緒になって， 身体を思
いっきり動かしながら笑顔で、元気に歌っていた。
5年生でも男子を中心に楽しげに身体の動きを取
り入れながら歌う様子が見られた。 積極的な「表
現」と言うよりは，r表出J活動に近いと考えるが，
高学年になっても素直に心と身体を開放で、きる気
持ちの柔軟性を持ち続けていられることが素晴ら
しいと感じたし， このような活動を継続している
からこそ， その柔軟d性を保っていくことができる
のだろうと考える。
また5学年では， マンボやボデ、イパーカッショ
ンに創作ダンスを加えながら表現活動を行ってい
た。 ここでは「自分の殻を破るjことが大きなテ
ーマとなっていた。 練習当初は， 恥ずかしさや照
れを感じさせる動きをしていたものの， 最後の発
表では， 一人一人が大きな声を出しながら， 動き
もダイナミックで， さらにマンボを3回も笑顔い
っぱいで踊り続け， rもう一回! Jという声まで聞
こえてきた。 これこそ， 心と身体を解放させてい
る姿だと感じた。 「楽しかった! J rやってよかっ
た! J という児童の言葉が， 積極的に表現活動を
行ったことにより表現の楽しさを心と身体全体で
感じた，何よりの証拠であるのではないだろう均、
4 考察
(1 ) 聴き合い・表現し合う
表現は “自己表現" であるが， それは聴き手が
いてこそ， そこに価値が生まれ成り立つもので、あ
るということが， 先行研究から明らかとなったO
「聴き手Jを意識した活動では， r聴かせたしリ「想
いを伝えたしリという気持ちで， 子ども自身が必
要感を持って取り組むことができると考える。
そのために， 指導者は発表者つまり「表現者」
のみに注目するのではなく， r鑑賞者」である周り
の子どもたちに対しても， r聴くjことを意識させ
ることが必要である。 発表をしぶる子どもや， 発
表しようとして黙ってしまう子どもも時折見受け
られる。 この時， r恥ずかしがり屋Jとか「発表が
苦手な子どもjのように， 発表をしぶる子ども自
身に原因があると考えがちになってしまう。 しか
し， その子どもなりに内には必ず自分の考えや想
いを持っている。 それを引き出せる環境を整える
こと， つまり「聴き手J である周りの子どもたち
の意識付けや， ["表現者」を思いやり， 受容しよう
とする態度を育てることが， 指導者の役割として
あるのではないだろうか。 皆の前で発表したり表
現することは， 大変勇気のいることである。 一人
の表現を全体の学びへとつなげていくこと， 決し
て無駄にしないようにする集団としての意識が，
一人一人の表現しようとする意欲へとつながるの
だと考える。
(2 ) 他者とのかかわりを大切に
表現するにあたって聴き手の存在が重要になる
のであれば， 表現者と聴き手の人間関係が大きく
影響するはずである。
『手拍子まわし』 の活動では， 全員で成し遂げた
達胸惑や， 友達と顔を見合ってタイミングを計っ
たりしながら， 活動を楽しむ姿が多く見られた。
仲間とかかわり合うことが楽しい， 一緒に何かを
やってみたい， ここでなら安心できると思えるよ
うな集団では， 自分から表現しようとする意欲や
仲間と認め合おうとする意識， 一緒に協力しよう
としづ気持ちが高まり， より積極的な表現に繋が
るのではないだろう均、
また， これまでを振り返ると， 導入で既習曲を
歌う際に身体表現を加えたり， ベアやクゃルーフOで、
の表情の五箇忍や， 心を合わせて歌えるように仲間
を意識させる配置や指導者の言葉がけなど， 一般
的なウォーミングアップ。の活動を工夫することで，
他者とかかわる力をつけることに繋がるのではな
いかと感じている。 導入部分の工夫による効果の
可能性を感じた。
県内B小学校では， 当番の子どもたちが前へ出
てきて「はじめましょうjと歌った後に， 全員が
復唱することで， 始業のあいさつとしていた。 そ
うすることで，個人の表現技術を高めるとともに，
仲間を受け入れる・受け入れられるとしづ経験を
重ねていることとなっているのではなし功吃考え
る。 全員の前へ出てきて歌うことはとても勇気の
いることである。 しかし， そうした一つ一つの小
さな積み重ねが， 認め合える・心を開ける集団を
育てていくのではないだろうか。
(3 ) 基礎・基本の定着のために
リコーダーの指導で， スモールステッフ。で， 階
名唱，指遣いなど一つ一つを丁寧に習得しながら，
基礎からしっかりと練習に取りくんだ子どもたち
は， 曲が完成に近づいてくると， 演奏を楽しみな
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がら， より表現を深めるためにタンギング等の技
能習得に積極的に取り組んでいた。 基礎・基本が
身についていると， 表現の楽しさをより感じるこ
とができることがわかる。
リコーダーは自分の吹く息が音となって音楽
をっくりあげる， 本来楽しものである。 しかし，
子どもによっては， 指遣いが難しかったり， 音符
と指遣いが結びつかない， 上手く穴をふさぐこと
ができずに締麗な音が出ない， というように難し
さもある。 音楽専門の知識や技術が必要である。
しかしそれは， リコーダーを演奏するにあたって
の 基礎・基本となる部分である。 このような難し
い面もある 基礎・基本の定着を図るためには， 子
どもたちの意欲を保たせながらも， 無理なく続け
られるような指導の工夫が必要である。
例えば， リコーダーの穴を小さくするために，
水道用の水漏れテーフ。を利用した事例がある。 テ
ーフ，o(こ穴開けパンチで、穴を開け， リコーダーには
りつける。 指の細い子どもも無理なく穴をふさぐ
ことができ，締麗な音を出すことができる。また，
指遣いと楽譜を結び付けるように， 五線譜の音譜
の下に指遣いを示した図を一緒に示しておく事例
がある。 そうすることによって， 運指表と五線譜
を見比べる同時処理をより容易にできるようにな
る。 このような少しの工夫で， 子どもの意欲を継
続させることに繋げることがでる。 指導者の少し
の工夫とアイディアで， 技能の難しさを克服し，
子どもの意欲を保ちながら， 基礎・基本の定着を
図ることができる。
(4 ) 心と身体を開放させる活動
積極的な表現のベースとなるものとして， ["表
出J，つまり心と身体を開放させる活動があげられ
ると考える。 表出活動を通して， 表現の「楽しさ」
を知ることは， ["積極的な表現」以前に， 大変重要
なことである。 幼児や低学年の児童にとっては，
表出活動の方が多くなることが予想される。 積極
的な表現は， 幼児や低学年での音楽教育でどのよ
うに考えられるかが問題となってくるが， この発
達段階の音楽教育では， 後の積極的な表現に向け
たベースづくりの時期であると考えてよいのでは
ないだろうか。そうして学習段階を見ながら，徐々
に， ["タやけこやけ」の実践例のような聴き手を意
識させた活動を織り交ぜていくことができると考
える。
5 到達点と課題
これまでの研究及び実践の結果から， 音楽科の
授業において積極的に表現するために必要な要素
が明らかとなった。 ①アンケート調査から， 表現
するにあたって， 聴き手の存在が大きく影響して
いることがわかった。 さらに『タやけこやけ』の
実践では， 聴き手を意識することで， より豊かで
積極的な表現力が引き出された。 これらの結果か
ら， I表現」と「鑑賞」が常に一体化していること
が大切であると言える。 ②表現者と鑑賞者の間で
行われるフィードパックなどのサイクノレが円滑に
行われるための基礎となる， 他者とのかかわり合
いを通した人間関係づくりが必要である。 ③ リコ
ーダーや合唱の実践から， より豊かな表現のため
には 基礎・基本の定着が必要であることが明らか
になった。 ④「表現jのベースとなる「表現」 そ
のものを楽しいと思うことができる気持ちを育て
るために， 心と身体を開放させる活動を取り入れ
ること。 以上の4点が， 積極的な表現のために必
要であると考える。 しかし， 今後の実践にあたっ
て以下の課題が残った。
(1)耕オ研究 (基礎・基本の定着と個人差への対応)
特に技能が必要となる活動においては， 練習の
継続や気持ちの面での粘り強さも要求され， 技能
面での個人差は顕著に表れる。 さらに， 歌唱表現
においても， より豊かな表現のために技能や知識
が必要となってくる。 そのような背景から， 音楽
に対して苦手意識を持ってしまう子どもも少なく
ない。 一方， 個人的に音楽を習っている子どもに
とっては， 個人差のある集団が対象である学校の
音楽の授業は， 物足りなく感じてしまうかもしれ
ない。 音楽科特有の技能習得に伴う意識も， 表現
への消極的な姿勢の原因となっているので、はない
だろうか。
これらを打開するために， またより豊かな表現
活動を積極的に行うためには， 基礎・基本を身に
つけることが必要となる。 毎時間少しずつでも継
続できるような， 楽しく無理のない孝樹を研究・
開発していく。 また， リコーダーなどの器楽演奏
における技能の定着については， 色っきシールの
利用や記譜の工夫など， どの子も無理なく学習で
きるような工夫ができるよう， 事例研究や樹オ研
究を進め， 実践で生かせるようにする。
(2)指導者のはたらきかけ
子どものつぶやきや気づきは， 集団全体で学び
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を深めるチャンスである。 このつぶやきや気づき
を， 教師がどう捉え， 全体にフィード、パックして
いくかで， 子どもの成長が大きく違ってくる。 ま
た， それは瓦いの考えや意見について集団全体で
考えていく時間にもなり， 互いを認め合ったり助
け合いながら， 人間関係の構築に大きく関わると
考える。 指導者が子どもの思考や思いを大切にし，
それを全体に広げることのできる技術を持ってい
たい。 さらに， 子どもの豊かな表現を引き出す発
問についても研究を進めていきたい。「どうで、すか」
という発問よりも「どんな気持ちがしましたかJの
ような， 子どもの思いに素直に寄り添えるような
発問やボキャブ?ラ リーを蓄えておきたい。
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